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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、
自
宅
等
に
お
い
て
容
態
が
急
変
し
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
本
年
八
月
に
二
百
五
十
人
に

達
し
、
本
年
七
月
の
三
十
一
人
か
ら
約
八
倍
と
急
増
し
た
こ
と
を
警
察
庁
が
発
表
し
た
。
そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
本
部
が
本
年
九
月
二
十
八
日
に
決
定
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
今
後
の
取
組
」
も
「
想
定
を

上
回
る
ス
ピ
ー
ド
・
規
模
で
の
感
染
拡
大
が
生
じ
た
結
果
、
自
宅
療
養
者
が
急
激
に
増
加
し
、
療
養
調
整
・
医
療
提
供
体
制
に

大
き
く
負
荷
が
か
か
り
、
自
宅
で
適
切
な
医
療
を
受
け
ら
れ
ず
に
死
亡
す
る
ケ
ー
ス
も
生
じ
た
」
と
し
て
、
保
健
所
の
調
整
機

能
が
ひ
っ
迫
し
た
こ
と
等
に
よ
る
「
自
宅
死
」
の
発
生
を
認
め
て
い
る
。
今
後
、
医
療
を
受
け
ら
れ
ず
に
自
宅
で
亡
く
な
る
よ

う
な
「
自
宅
死
」
の
発
生
は
、
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
冬
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行
の
懸
念
の

指
摘
や
「
第
六
波
」
の
波
の
高
さ
が
過
去
の
波
を
上
回
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
仮
に
こ
れ
ら
の
指
摘
が
正
し
か
っ
た
場
合
、
発

熱
等
の
症
状
を
訴
え
る
者
の
数
が
膨
大
な
も
の
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
従
来
の
保
健
所
に
よ

る
入
院
・
自
宅
療
養
・
宿
泊
施
設
療
養
の
調
整
や
健
康
観
察
を
中
心
と
す
る
仕
組
み
で
は
再
び
保
健
所
等
の
業
務
が
ひ
っ
迫

し
、
十
分
な
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
者
が
多
数
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
処
す
る
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
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ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
、
直
ち
に
当
該
感
染
者
が
必
要
な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

そ
こ
で
以
下
質
問
す
る
。 

一 

保
健
所
等
に
よ
る
調
整
等
の
前
の
医
療
提
供
の
可
否
等 

 

１ 

感
染
症
法
は
、
二
類
感
染
症
の
患
者
等
を
発
見
し
た
医
師
に
対
し
て
直
ち
に
保
健
所
に
通
報
す
る
こ
と
を
求
め
、
保
健

所
は
当
該
患
者
等
を
感
染
症
指
定
医
療
機
関
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
二
類
相
当
で
あ
る
か
ら
、
発
生
届
提
出
後
は
保
健
所
主
導
で
動
き
、
か
か
り
つ
け
医
等
地
域
の
医
療
機
関
で
は

積
極
的
な
医
療
は
提
供
で
き
な
い
の
だ
」
と
の
誤
解
が
医
療
機
関
等
に
あ
る
と
の
指
摘
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
誤
解

を
解
消
す
る
た
め
の
情
報
提
供
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
見
解
を
伺
う
。 
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「
自
宅
死
」
を
防
ぐ
に
は
医
療
提
供
だ
け
で
は
な
く
生
活
支
援
も
必
要
で
あ
る
。
本
年
二
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
感
染

症
法
で
都
道
府
県
知
事
に
自
宅
療
養
者
等
へ
の
食
事
の
提
供
等
を
行
う
努
力
義
務
が
規
定
さ
れ
、
本
年
八
月
二
十
五
日
に

厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部
が
都
道
府
県
と
市
町
村
の
連
携
に
関
す
る
事
務
連
絡
も
発
出

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
本
年
九
月
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
都
府
県
が
個
人
情
報
保
護
を
理
由
に
自
宅
療
養
者
の
情
報
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を
市
町
村
に
伝
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
市
町
村
が
自
宅
療
養
者
等
の
情
報
が
得
ら
れ
ず
苦
労
し
て
い
る

と
の
指
摘
も
あ
る
。
「
第
六
波
」
の
到
来
前
に
改
め
て
都
道
府
県
・
市
町
村
間
の
情
報
連
携
が
個
人
情
報
保
護
法
・
条
例

に
抵
触
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
や
、
「
自
宅
死
」
防
止
の
た
め
に
積
極
的
な
情
報
連
携
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
都
道
府

県
・
市
町
村
に
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
見
解
を
伺
う
。 

二 

感
染
判
明
後
の
迅
速
な
医
療
提
供 

 

１ 

中
和
抗
体
薬
や
経
口
薬
等
の
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
に
つ
い
て
は
、
症
状
発
現
後
速
や
か
に
投
与
す
る
ほ
ど
効
果
が
高
い
と
の

指
摘
が
あ
る
。
発
熱
等
の
症
状
を
訴
え
る
者
に
つ
い
て
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
等
に
よ
り
迅
速
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
の
有
無
を
判
定
し
、
感
染
が
判
明
し
た
場
合
に
は
保
健
所
等
に
よ
る
調
整
等
を
待
た
ず
直
ち
に
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
を
投

与
で
き
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
見
解
を
伺
う
。 
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発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ
け
医
等
の
地
域
の
医
療
機
関
が
最
初
に
対
応
す
る
可
能
性
が
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
資
材
の
不
十
分
さ
等
か
ら
院
内
感
染
の
危
険
性
が
払
拭
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
地
域
の

医
療
機
関
は
不
安
を
覚
え
て
い
る
と
も
聞
く
。
年
内
の
経
口
薬
承
認
を
見
据
え
て
、
早
急
に
こ
れ
ら
の
地
域
の
医
療
機
関

に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
及
び
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
の
投
与
が
行
え
る
体
制
と
な
る
よ
う
、
検
査
キ
ッ
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ト
や
防
護
服
等
の
資
材
供
給
、
検
査
方
法
や
治
療
方
法
の
情
報
提
供
と
い
っ
た
支
援
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府

見
解
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


